
赤ちゃんのきこえについて、もしも不安になったら・・・

NPO法人 きこえエール新潟

赤ちゃんは、生まれたらきこえの検査をします。

それを「新生児聴覚スクリーニング検査」と言います。

多くのお子さんは、「パス（pass）」現時点では問題なしと判定されます。

しかし100～200人に１人の割合で、「リファー（refer）」「要精査」

「要再検」と判定されるお子さんがいます。

リファーといわれたお子さんが全員難聴というわけではありません。

しかし、もし難聴があったとしたら、早いうちに専門機関でのサポートを

受けた方が、ことばの発達が良くなると言われています。

「きこえエール新潟」は、リファーといわれたお子さんとご家族に寄り添い、

専門機関との連携をお手伝いする団体です。
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相談に料金はかかりません。小さなことでもお気軽にご相談ください。

相談で知り得た情報を他にもらすことはありません。ご安心ください。

← HPはこちら

相談申込ダイヤル ０８０－３２１１－３７００（9:00-19:30）
担当者が電話に出られないときは、留守番電話になります

相談申込メールアドレス
kikoe_soudan@yahoo.co.jp 相談申込LINE



NPO法人 きこえエール新潟

事務局  950-2001 新潟市西区浦山3丁目12番15号

  E-mail kikoe_yell@yahoo.co.jp

精密聴力検査機関

一人で悩まずに
私たちにご相談ください

リファー
といわれたご家族のために

新潟大学医歯学総合病院 
耳鼻咽喉・頭頸部外科

〒 951-8520 新潟市中央区旭町通1-754
 025-223-6161

長岡赤十字病院 耳鼻咽喉科
〒 940-2085 長岡市千秋2丁目297-1 

 0258-28-3600相談したら、どんな支援を
してもらえるのでしょうか？

きこえエール新潟の相談は、専門知識

をもつ聾学校教員経験者や言語聴覚士

などが担当しています 。

・心配なことについて、ひとつひとつ

丁寧にお答えします。

・ご希望があれば、ご家庭を訪問させて

いただくこともできます。

・新潟、長岡、上越地域、魚沼地域の

「子どものきこえ相談室」と連携して

サポートします。

産科で「リファー」といわれたけれど
どうしたら良いか分からない・・・

そういうときに

きこえエール新潟へご相談ください。

他にも、

・精密検査の予約を取ったけれど、

それまで待つのが不安

・どうやって子どもに接したら良いの？

・パスと言われたけれどきこえが心配

・片耳リファーでも検査は必要？

・難聴の疑いと言われたけれど、

どうしたらいいの？ など

お子さんのきこえについての心配は

何でもご相談ください。

お子さんの聴こえが悪いかもしれないと疑
われたら、精密検査ができる病院で早く調
べるのが一番です。

しかし、それでも心配は尽きないでしょう。
そんなときに不安なままでいるのではなく、
一度相談してください。

ご家族の安心が、お子さんの成長にとって
何よりのサポートになると思います。

泉 修司（いずみ しゅうじ）
新潟大学医歯学総合病院
耳鼻咽喉・頭頸部外科 准教授
NPO法人きこえエール新潟 理事

推薦のことば
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新生児聴覚スクリーニング検査で

二次聴力検査機関
新潟市民病院 耳鼻いんこう科
〒 950-1197 新潟市中央区鐘木463番地7

 025-281-5151

魚沼基幹病院 耳鼻咽喉科
〒949-7302 南魚沼市浦佐4132

025-777-3200

ふじわら耳鼻科
〒943-0803 上越市春日野1-6-29

025-523-1733

新潟県立中央病院 耳鼻咽喉科
〒943-0192 上越市新南町205

025-522-7711

• 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会ホームページ＞一般
の皆さん＞お子様の難聴に関する情報より

• 予約については、それぞれの聴力検査機関にお問い
合わせください

相談申込ダイヤル
０８０-３２１１-３７００ （9:00-19:30）

相談申込LINE相談申込メールアドレス
kikoe_soudan@yahoo.co.jp
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